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インターネット・ケータイインターネッ
ト利用上の注意　指導者用テキスト
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講義の内容

１ケータイインターネットとは？
・世界一進んだ日本のケータイ･･････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
・危険なこともあるインターネット ･････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・４
・二つの可能性（被害者と加害者） ･･･････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・５

２インターネットの危険性
･メールしかしない人の注意････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・７
・自分ではページを持ってないけど時々書き込みをする人の注意 ・・・・・９
・自分でプロフやブログを持っている人の注意･･････・・・・・・・・・・・・・・・１４

３インターネットを利用するときに必要な知識
･ページを持つ人が学ばないといけないこと ･････････・・・・・・・・・・・・・・２０
・自信の無い人はフィルタリング ･････････････････････・・・・・・・・・・・・・２２

･知識は万全？　過信は禁物････････････････････････・・・・・・・・・・・・・２４
・困ったときの注意点･･････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・２５
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世界でもっとも進んだ
インターネット環境

日本はケータイインターネット

　　　の普及が進み、世界でもっとも

　　　進んだ環境となっています。

iモードサービスが始まったときから、日本のケー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
タイインターネットは、完全にパソコンのインターネットに接続できるようになりました。ケータイイ
ンターネットは携帯事業者が管理コントロールする公式サイト(iモードやezウェブ）と勝手サイト
といわれる一般サイト（一般のインターネット環境）にわかれています。このようなケータイ環境
は、日本や韓国、台湾など世界でも非常に限られています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
iモードなどの携帯会社の公式サイトは、安全ですが、料金がかかるサービスが多いので、子
供たちは、主にただで利用できる一般サイトを利用しています。この一般サイトは、完全にパソ
コンのインターネットと同じ環境です。良いサービスもありますが、闇サイトや有害サイトがたくさ
ん存在します。子供たちのケータイインターネットにおける事故はこの一般サイトを利用をする
ことにより起こっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ここでは、子供たちにインターネットの接続方法として、パソコン、ケータイ、ゲーム機をあげて
います.子供たちにはパソコンよりも、ケータイやゲーム機のほうが親近感があるはずです.この
三種類の端末は同様にインターネットに繋がっているということを理解させてください。
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便利で楽しいインターネット
だけど、危険なこともいっぱい
起こる可能性があるよ！

子供たちはケータイからでもパソコンからでも、
インターネットにアクセスしたら、あらゆる
サービスに自由に登録でき、サービスを利用
できます。18禁、15禁とあっても基本的に年
齢を認証して利用するようなサービスは少ない
ので、子供たちは自由に利用できる環境です。中には登録をしなくても読んだり書いた
り出来るサービスがたくさんあります。

子供たちは保護者が考えている以上にたくさんのサービスを利用しています。
インーターネットは勉強や調べ物などの学習にも利用できますが、子供たちはコミュニ
ケーションサイトで友達とコミュニケーションを取ったり、ゲームサイトなどで遊んだり、
ケータイ小説などを読んでいます。自分がサイトを持っていなくても、インターネットに接
続してみたり書いたりしているうちに犯罪に巻きもまれたり、犯罪を犯してしまうこともあ
ります。

まず、どのよう危険があるのか次のページで考えてみましょう
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まずこの二つの可能性を
考えてみよう！
インターネット上の危険性には以下の2つのが
考えられます。
・自分が危険な目にあうこと(被害者となる）
・逆に自分が誰かを傷つけたり、法律違反を犯
して（加害者にとなる）しまうこと

１被害者となる場合（メール利用だけでも被害にあう可能性があります）
ワンクリック詐欺などでだまされるケース、掲示板でのチケット販売で詐欺に合うケース
出会い系サイトで知らない人に出会って監禁や誘拐をされるケース、悪口や個人情報を掲載される
ケース、ネットいじめなどです。
☆インターネットの理解、経験の不足、コミュニケーション力不足、真偽の判断が未熟なために起こる
２加害者となる場合（自分のページを持ってないインターネットをあまり利用しない子供でもネットを
ているうちに犯罪を犯してしまう場合があります）
悪口を書いて名誉毀損となる・ふざけて援助交際の誘いの書き込みをしてつかまる、キャラクターや
人の作品を無断利用し著作権侵害をしてしまう。犯罪予告をしてしまう、人のパスワードなどが判っ
て人のHPに入り不正アクセスをしてしまうなど
☆多くの場合、インターネット上の法律や規約などの知識不足で起こることが多い。中には確信犯で
行っている場合もあるが、いけないとは知っていてもまさか自分がつかまるとは考えていない。
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インターネットに参加すると
みんな情報発信者→
すべてが自己責任です！

私はケータイメールしかしないか

ら情報発信者なんて関係ないわ！
ちょっと待って！

情報発信しているといわれてもピンとこない子供
たちは多いと思います。ケータイメールしか使わない子供でも、メールからインターネットに飛ぶ
ことがあります。そもそもメール自体がインターネットなのですから、メール本文中に記載されて
いるリンクをクリックするとインターネットのウェブ環境に入り、ページを閲覧してしまいます。また
友達からサイトのアドレス（URL)をもらったり、特に最近のケータイは、赤外線通信でURLを簡
単に友達のケータイへ送ることが可能です。また、QRコードを付属のカメラで読み取れば、
URLが常時され、瞬間にインターネットの世界に入って行きます。最近ではフルブラウザ（PC
ビューア）など、パソコンのページもケータイで見ることができる機能が搭載されており、検索も公
式ページについていますので、どこからでもインターネットに接続可能となっています。
ですから、メール利用だけとしか認識していなくても、いつでもどこでインターネット環境に入って
しまう可能性があります。また、次のページでは、メール利用でおこるいじめや、依存などのメー
ルの問題点も挙げてみました。
☆メール自体もインターネットです。インターネット自体の構造や根本的な理解が必要
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Ⅰ　メール利用しかしない人
　　メール利用の注意点
１．メールからインターネットに
　　飛んでいく場合がある！
メールからネットに飛んでいくので、特に宣伝メール、知らない人からのメー
ルは削除すること。また絶対に書いてあるURLや文字をクリックしないこと。
ワンクリック詐欺などの可能性があります.また、返信は絶対にしないこと。
返信するとアドレスが使われていることが判りたくさんの宣伝メールが送ら
れてくる可能性があります。

２．チェーンメールは自分のところでストップ
・どんなに正しそうな内容でも次の人に回してと書いてあったらチェーンメールです。自分のところでそのメールはストップさせ、友達
から来ている場合はチェーンメールということを教えてあげるように指導してください。不幸の手紙や呪いのようなメールに不安を持つ子
供には投げ捨てして処分するアドレスもあります.　メール撃退ページを参照（問題が起こったときの相談場所）　

３．メールでいじめは最低！
・メールは一瞬で多くの人に同じ内容が送れます。いじめは卑劣なことだけど、道具を使ういじめはもっとも卑怯！いじめは人間関係の
問題ですので、インターネットの問題ではありませんが、道具として負の利用をしたときには凶器になります。
メールはちゃんと証拠に残り、誰が出したかわります。ひどいメールが送られてきた場合は保存して大人に相談することを教えてください。
また、メールいじめでは、特定の子だけメールを出さないなどの仲間はずれをするというケースもあります。また、メールは文字だけのコ
ミュニケーションなので言葉がエスカレートしたり、円滑にコミュニケーションするための情報が不足しがちです。トラブルや誤解が生まれ
たら、ちゃんと顔を合わせて会って話して解決することを子供たちに勧めてください。

４．お風呂までケータイ持って行く人は依存症！
・メールのやりとりが終われないで、自分の時間が無くなってしまう子供がいます！メールはこれでおしまいと思ったら、相手から返事が
きてもそのまま終わらせるようにしてください.メールが気になって、最近ではお風呂にまでもって入る子供もいるようです。もしもそんな子
供がいたら、そのような状態はケータイ依存症であることを教えてあげてください。
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私はホームページやプロフを
作ってないから情報発信者
なんて関係ないわ！

ちょっと待って！

自分ではプロフを作ったり日記を書いたりしなくて
も、友達のページを見に行って書き込んだり、掲
示板などには普通に書き込みをする子供たちが
います。この子共達は積極的にインターネットに参加して情報発信をするまでではありませ
んが、インターネットに参加しているという自覚もなく、サービスにも登録することが少ない
ので、利用上の注意や、ルールなどにも触れることがありません。学習の機会がないので、
かえって無責任な殴り書きのような書き込みをしてしまうケースもあります。
また友達のページを見にいったり、ネットサーフィンをしている途中で、出会い系サイトの広
告をクリックしてしまったりするケースも多く見られます。
自覚が少ないだけに、このような子供たちが被害者になる場合が多く、また加害者になる
ケースも見られます。
ケータイインターネットではメールの延長線上で友達のページに書いたり、掲示板に書き込
みするケースが多く、個人情報を掲載したり、悪口を書いてしまうケースがありますので、
加害者にもなる可能性があることをよく理解させてください。
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掲示板の問題
１学校裏サイトなどの掲示板書き込み ・掲示板に悪
口を書くと名誉毀損で訴えられる 場合があります
→伏字でも個人が特定できれば名誉毀損となる場合が
あります.　
・掲示板に書き込みをするときには自分の名前やアドレス、学校名などの個人情報は絶対に掲載さ
せない→掲示板は自分で書いた内容を消せません.管理者に消してもらわないと削除できないことが
多いので注意を促してください

２犯罪予告
・応援していたサッカーチームが負けた！
悔しいので、掲示板に帰ってきたら空港を爆破してやる！と書き込み 威力業務妨害で逮捕されまし
た（大学生） 「殺してやる」「爆破する」「火をつける」など、ふざけて書いても犯罪予告となり 検挙され
る場合があります！ふつうの会話で普通にこのような言葉を利用する子供たちも多いようです。第三
者から見られているのだということをよく理解させてください。
また、援助交際を誘うような書き込みをした場合、児童が罰せられます。
ふざけても書いてはいけないことを教えましょう。出会い系法により書き込んだ児童が罰せられます。

（100万円以下の罰金となります）

Ⅱ　ページは持ってないけど
時々書き込みをする人の
注意点



10

　　レンタル掲示板や、HPサービスでは、管理ポリ
　　シーが甘い場合は、広告に出会い系などが張ら
　　れるサービスがあります。友達のサイトと思って、
　　安心してクリックしたら、出会い系サイトだったと
　　いうことも多々あります。

また、宣伝をクリックしてリンク先に飛んでいき、おかしいと思って戻ろうとし、かえって
どんどん危険な場所へ飛んでしまう場合があります。特にケータイでは、パソコンのよう
にURLが表示されませんので、安心なサービスだと思ってクリックしてたら、別の有害
サイトに行ってしまうこともあります。おかしいなと思ったら、あせらず、下手に戻ろうとし
ないで、閉じてしまうように教えてあげてください。またもしも登録完了となった場合、そ
の場で振込み料金などが表示されても無視して大丈夫です。また後日アドレスにメー
ルが来た場合は、メールを保存し、大人に相談するよう指導してください。登録されまし
たという言葉に子供はあせってしまいます。あせって解除のところにアドレスなどを記
入して、迷惑メールが多量に送られる場合もあります。
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掲示板に自分の名前や学校名と
共に悪口が書いてあった　
どうしたらいいの？

悪口や個人情報は、子供の心にも大きな負担をかけます。
できるだけ早く削除できるように、管理会社へ掛け合いまし
ょう。どうしても管理会社が削除してくれない場合や連絡が
取れない場合は、最寄警察の生活安全課に相談すること
になります。
また、だれが書いたか相手を特定したい場合は、通常どこのサービス提供会社も、警察からの正式な依
頼がないと個人情報は開示しませんので、警察への相談が必要となります。

書かれているページを保存する

画面保存か、パソコンの場合は印刷

大人（保護者の方・先生）に相談の上、
掲示板の管理元に削除依頼をだす

サイト名・ページのURL書き込
まれた日時を確認する

管理元が対応しない場合や悪質な場合は警察の生活安全課へ相談

・速やかに削除するには、ページのURL、ページのタ
イトルや書き込まれている日時書き込んでいるハンド
ル名など、可能な限りの情報を管理会社へ伝えてくだ
さい。情報がそろわないと管理会社でも探すのに時間
がかかります。

・2チャンネルなどは削除依頼掲示板があり
ますので正確な情報を記入して削除依頼を
出します。大手の会社では、専門の窓口が
あるところもあります。個人が運営している
ところは非常に連絡が取りにくく、その個人
が利用しているプロバイダーに連絡する場
合もあります。
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●役立ちメモ
有害サイトを見つけたら

様々な有害サイトがインターネット上に存在しま

す。通常のインターネットサーフィンで広告や出

会い系サイトアダルトサイトをクリックしてしまう

ことはあっても、薬物サイトや自殺サイト

闇サイトはかなり奥にあり、通常の利用でたどり着くことはあまり多くありません。

間違って危険なページに近づいたら迷わずにページを閉じること。その自制心を養

うことが必要です。

自殺サイト、家出サイト、援助交際仲間を集めるサイトなど、多くの場合、子供たち

が興味本位で、検索から探して有害サイトを見てしまいます。

興味本位で検索すると、場合によっては死体や残虐な写真などを見てしまい精神

的にダメージを受けてしまうこともあるので、保護者の方へフィルタリングの重要性

を伝えてください。
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●役立ちメモ
良いサイトと
　　　悪いサイトの見分け方

インターネット利用の際にはサービスを選ぶこと
は非常に大切です。大手のサービスでは監視巡
回をしているサービスも多く、専用のＦＡＱ、相談
窓口を設けている場合もあります。

見分け方として、

・問い合わせ窓口があること、さらに専門の対応窓口があること

・利用上の注意やＦＡＱがしっかりし、ルールが記載されている

・サービス提供者のページがあり、所在地などが記載されていることが望ましい。

・アダルトや懸賞サイトなどの広告がない、サイト運営のポリシーがしっかりしていること

・きちっとした管理会社が運営しているページは、削除の対応も早く、利用者にわかりや
すいサポートをしています。また、アダルト広告や懸賞サイトの広告を掲載しているサー
ビスは危険度も大きいので、よく注意するように指導してください。



14

Ⅲ　プロフや日記を
　　　書いている人

最近のプロフや日記はとても簡易に作ること

ができるので、安易にケータイやパソコンで

登録し、すぐにページを作りこんで、ページを

運営することになります。中には非常に詳し

くインターネットのことを理解している子供もいますが、ほとんど、正確な理解が

されないまま、情報発信者となってしまいます。また、判断力や、知識はどうして

も不足していますので、責任のとれない学生の間は、保護者とよく相談すること

を指導してください。

この６つの質問でインターネットに参加してる自覚を促し、今一度

自分が行っていることを理解し、注意を促してください。
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自分の日記のアドレス友達にしか
教えてないのに、へんな書き込み
がありました！

子供たちにとって、ケータイは自分の分身のように非常に身近なツールです。
ケータイの小さい画面が、多くの人に公開されている場所であることを子供
たちは把握しにくいのです。メール感覚で、閉じられた空間と錯覚し、書き込
みを行っているので、知らない人からの書き込みがあると、逆におどろいて
しまう場合があります。非公開にしている場合は、他の人に見えませんが、
通常は公開されていること、そして、そのページに書き込みをすると、サービ
スの新着情報に掲載され、まったく知らない人もアクセスしてくる可能性があ
ります。掲示板、プロフ、日記は大勢の人がアクセスできる状態にああること
をよく理解させてください
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わーい！日記に

コメントが付いたよ！

書いている人がどのような人か
わからない書き込み
インターンネット上にページを持つとたくさんの人が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
検索をしたり、新着情報を探したりしてページを見に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きます。また、見に来るだけではなく、コメントを書くことがあります。コメントがあると嬉
しいものですが、悪質な事業者が宣伝コメントを書くこともありますし、怪しい人物が、
誘いの内容を書くこともあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、コメントは文章だけで書きますが、インターネット上は匿名で利用ができますし、
性別や年齢をごまかすことも非常に容易です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
左の例は、まるで一般人のようなふりをしてコメントを書く出会い系事業者のコメントで
す。リンク先がアダルトでした。また右の例は子供を狙った悪質な例です。中学生では
まだ、判断力が甘く、嘘の内容なのか、怪しい書き込みなのか見分けがつきません。
会いたいという誘いはリアルでも同じですが、絶対に会ってはいけません。特に相手
が誰だかわからないインターネットの出会いは禁物です。
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プロフ作ったよ！
友達できるかな

非常に問題となったプロフィールサイトは　
簡易に作ることができ、しかも個人情報を
そのまま書いてしまうことが多く、たくさん　
の問題が起こりました。

写真が掲載でき、質問に答えて自分をアピールするために使え、簡易に日記や掲示
板も作ることができ、中高生を中心に非常にはやりました。ここで問題になったのが、
個人情報の掲載です。写真を初めとし、学校名、本名、所在地など、インターネット上
に公開されているという自覚なく掲載し、ストーカーや変質者が学校に迎えにきたと
いうような事件もありました。また顔写真を利用され、いじめようのページを作られた
り、別の学校の生徒同士で喧嘩となったケースもありました。

現在は沈静化しましたが、子供たちが、個人情報の掲載を安易にしてしまうというこ
とで、プロフの問題から、生徒にインターネットの注意を促す必要を感じた学校が多
かったようです。個人情報は全体に掲載しないこと、掲載することのデメリットを次の
ページで説明しています。
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・勝手に自分に成りすまして、ホームページを作られプロフの顔写真を掲載されてしまった。
・自分の顔写真を合成されて、アダルトサイトに利用されてしまった

・自分の名前や住所を書いてしまって削除したけれど、記事をコピーされ

て、掲示板に掲載されてしまった

インターネット上ではコピーが安易にできるので
いったん上げた情報はもう二度と回収できない
と考えたほうがいいということを教えてください。

●お役立ちメモ
インターネット上に掲載された
情報は二度と回収できません

個人情報というと、名前とか住所、電話番号と思いがちですが、たとえば伏字やニックネー
ムでも、学校名が同時に記載されていると個人が特定できる場合があります。また写真
や音声なども個人情報となり、特に顔写真はいたずらされたり、アダルト業者がコピーし
て合成写真をつくり利用するケースもありますので、十分に気をつけるように注意してく
ださい、。自分の写真だけではなく、友達の写真の掲載も許可を取ることが必要です。
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デコメ友達からもらったよ！
HPに張っちゃおう

デコメやアニメのキャラクターなど、他の人

が作った創作物はすべて、著作権がありま

す。自分で利用するだけならいいのですが、

無断でホームページやブログに掲載すると、コピーが可能となり、配布している

ことになります。

子供たちには身近なキャラクターやデコメ素材は、安易に自分のページに飾っ

たりアルバムに載せたりすることが多いですが、完全な権利侵害となります。

私的利用はあくまでも自分のケータイの待ちうけやメールで使うことだけに限ら

れています。ＨＰにアップロードした時点で著作権違反となりますので、注意し

ましょう。著作権の罰金の金額は非常に大きく、権利者が本人に削除依頼する

前に直接警察に訴えたケースでは大学生がキャラクターの写真の無断利用で

検挙されました。
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私もクリエーターに
　　　　　　　なりたいな？

インターネット上でケータイ小説や詩や

　　自分で作った音楽、写真を掲載する場合、

　　様々な知識と能力が必要です！

インターネットでは、子供たちが自らクリエーター（情報発信者）となってホームページを開設した
り、ケータイ小説を執筆し、自作の音楽や写真を投稿することが本人にその意思さえあればいつ
でも可能な環境になっています。しかし、クリエーターとなるには、相応の知識や能力が要求され、
そのレベルはメールやプロフ、日記とは格段に差があることを理解してもらう必要があります。

作文や音楽、美術の得意な子供が、学校の外に自らの制作物を公開し評価されることで、その才
能を一層開花させて行く可能性は大事にしたいものです。しかし、自らがホームページの開設者
であり、小説や音楽・写真の投稿者である場合は、加害者となったり、著作権の侵害を犯さないこ
とへの注意が一層重要になります。

また、インターネットに掲載した以上、それを日本中・世界中の人が見る可能性があること。思い
がけず批判されたり、荒らされたりすることを覚悟させる必要もあります。向上心があり、インター
ネットでの創作活動で才能が開く可能性もありますが、かなり高度な経験値と学習が必要となり
ますので中学生の場合は周囲の大人の理解とサポートが必要となります。
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インターネット上にページを
持っている人が学習しなけれ
ばならないこと

インターネット上で情報発信をする場合には
必ずメディア・リテラシーについて学習する必
要があります。具体的には「メディアを安全に
使う能力」「コミュニケーションする相手を尊重
する能力」「情報の権利を保護する能力」「メデ
ィアにおける送り手の意図を批判的に読み解く能力」を育成することになります。こ
れらは実際に放送・新聞・雑誌などの第一線のメディアに従事する者でも難しい課
題ですが、インターネットがメディアである以上避けて通れない現実となっています。
以下のメディアの基準などが参考になります。どのような倫理規定を掲げているの
かを考えて、インターネットで自ら情報発信するときの参考にするよう指導してください。

■（社）日本民間放送連盟　放送基準
http://nab.or.jp/index.php?%CA%FC%C1%F7%CE%D1%CD%FD%2F%C6%FC%CB%DC%CC%B1%B4%D6%CA%FC%C1%F7%CF%A2%C

C%C1%20%CA%FC%C1%F7%B4%F0%BD%E0

■（社）日本雑誌協会　雑誌編集倫理綱領
http://www.j-magazine.or.jp/guide_002.html

http://nab.or.jp/index.php?%CA%FC%C1%F7%CE%D1%CD%FD%2F%C6%FC%CB%DC%CC%B1%B4%D6%CA%FC%C1%F7%CF%A2%CC%C1%20%CA%FC%C1%F7%B4%F0%BD%E0
http://nab.or.jp/index.php?%CA%FC%C1%F7%CE%D1%CD%FD%2F%C6%FC%CB%DC%CC%B1%B4%D6%CA%FC%C1%F7%CF%A2%CC%C1%20%CA%FC%C1%F7%B4%F0%BD%E0
http://www.j-magazine.or.jp/guide_002.html
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映画に保護者同伴でないと１２歳未満が鑑賞できない

「ＰＧ-１２」、１５歳未満ＮＧの「Ｒ-１５」、１８歳未満ＮＧの
「Ｒ-１８」（成人映画）があるように、パソコンやケータイで
見るインターネットにもフィルタリングサービスがあります。

フィルタリングサービスは違法だったり有害な情報を掲載

しているホームページなどへの接続を遮断するもので、手続きすれば誰でも利用（有料の場合
あり）することができます。

パソコン向けでは子供の年齢に合わせてレベル設定も変更できます。

ただし、フィルタリング会社が発見するまで、危険なサイトは存在するので、フィルタリングを入

れれば完全に安心であるということはありません。自分自身で判断する力を養えるような教育

が必要となります。

■ネットスター㈱のホームページ「フルタリングカテゴリ一覧」
http://www.netstar-inc.com/product/category.html

■デジタルアーツ㈱のホームページ「どうしてフィルタリングが必要か？」
http://www.daj.jp/cs/why.htm

勉強したけど自信はない！
ではどうしたらいいの？
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ケータイインターネット
の場合は？

パソコンと異なり、ケータイ向けフィルタリングでは

現在、子供の年齢に合わせたレベル設定ができま

せん。このため、小学生向けにレベル設定された

フィルタリングを利用すべきか否か、中学生や高校

生の子供を持つ保護者は選択する必要があります。

学校や保護者、子供たちが情報交換に利用してい

るページも閲覧できなくなるケースがあるため、保

護者は子供とよく相談して利用を決めるにがいい

でしょう。

■NTT DoCoMoのアクセス制限サービス
http://www.nttdocomo.co.jp/service/site_access/access_limit/index.html

■ＡＵ ＥＺ安心アクセスサービス
http://www.au.kddi.com/ezweb/service/anshin_access/index.html

■SoftBank ウェブ利用制限
http://mb.softbank.jp/mb/support/safety/web/for_kids.html

☆ケータイを買ってもらうときに保護者の方とよく相談して決めましょう

http://www.nttdocomo.co.jp/service/site_access/access_limit/index.html
http://www.au.kddi.com/ezweb/service/anshin_access/index.html
http://mb.softbank.jp/mb/support/safety/web/for_kids.html
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インターネットは常に進歩を続けているメディア

です。便利さが増す一方では、新たな危険やト

ラブルが次々に生み出されています。このため、

幾ら勉強しても、昨日までの知識では絶対安全

ということがありません。どんなにインターネットの知識自信があっても過信すること

なく、周囲に相談できる人や、困った時に助言を求められる専門のインターネット情

報提供窓口を調べておきましょう。

中学生でも自分たちは万全と思う子供も中にはいますが、知識が万全でも経験は足

りません。多くのインターネット上のトラブル解決法は、現実でのトラブルの解決法と

なんら変わりはありません。指導される方は、子供立ちから相談された落ち着いて、

問題解決にあたり、わからないことは専門家に尋ねるという方法を取ってください。

勉強は万全！
私は絶対に大丈夫！
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パソコン＆ケータイインターネット
で困ったときの相談窓口

パソコンまたはケータイから、インターネット

利用で困ったときに相談できる専門の相談

窓口のリンク先ＵＲＬを確認しておきましょう。

実際にこれらのサイトに接続してトラブルを

解消する実習を行うことをお勧めします。ケータイからも見れるように、指導者

の方は、ケータイインターネットを学ぶためにもＵＲＬを入力して、アクセスして

みるといいでしょう。

最後のページはフィルタリングの基準です。どのようなものが有害サイトとい

われるものなのか、どのような表現は許容範囲とされているのか、実際に基準

に目を通されるといいかと思います。どのようなコンテンツが未成年にとっては

健全であるかという価値観は人によって違うものですが、ここではおおよそ大

半の人がそう感じるであろうという線引きをしています。
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情報メモ　参考資料として
●ブロバイダー責任制限法　発信者情報開示ガイドライン
http://www.telesa.or.jp/consortium/provider/pdf/provider_070226_guideline.pdf

●セイフティーオンライン３（フィルタリングの格付け基準）
http://www.iajapan.org/filtering/press/20070403-press.html

●コンテンツアドバイザー　表現の格付け表

●ケータイフィルタリングの基準
ネットスター

http://www.netstar-inc.com/products_04.html

●各社のケータイフィルタリングの内容
ドコモ
http://www.nttdocomo.co.jp/service/site_access/access_limit/index.html
ソフトバンク

http://mb.softbank.jp/mb/support/safety/web/for_kids.html
WILLCOM
http://www.willcom-inc.com/ja/service/filtering/index.html

http://www.telesa.or.jp/consortium/provider/pdf/provider_070226_guideline.pdf
http://www.iajapan.org/filtering/press/20070403-press.html
http://www.netstar-inc.com/products_04.html
http://www.nttdocomo.co.jp/service/site_access/access_limit/index.html
http://mb.softbank.jp/mb/support/safety/web/for_kids.html
http://www.willcom-inc.com/ja/service/filtering/index.html
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最後に
インターネットが一般的に普及し始めた時期に生まれた子供たちが、まさに今、中学生になり

ました。子供たちのインターネット、およびケータイインターネットの利用状況は加速度を増し、

まるで空気のようにしてケータイインターネットやパソコンを使っている子供たちの姿に、ある

種恐怖を感じているのが今の大人たちではないでしょうか。

また子供たちは、何でも大人たちは知っていると思い込み、ケータイやインターネットのこと

も当然大人なのだから、自分たちよりも詳しいと考えていて、互いにそのギャップを理解でき

ない状況です。

しかしどのように技術が進んだとしても、人間が創り出した社会の中で起こっていることであ

り、基本は人と人の問題です。社会経験のある大人がどっしりと構え、子供たちを指導してい

かなければなりません。正しい情報と互いに話し合い理解しあうことで、知恵が生まれてきま

す。子供たちは、今後、自ら情報社会のなかで生き抜く力を育てていかなければなりません。

そのような子供たちに安全な環境を作り、正しく情報を伝え、自分で考える力を育てていける

指導者はとても重要な存在です。
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作成

平成２０年１月
「青少年のためのコンテンツアドバイザー育成事業」
実行委員会にて作成。
　委員長：堀部政男・一橋大学名誉教授
　事務局：社団法人デジタルメディア協会（略称ＡＭＤ）
　http://amd.or.jp/

本事業は、平成１９年度文部科学省有害情報対策モデル
事業に採択された委託事業として実施されたものです。
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